
コントロール

製品登録

サブウーファーを
接続する
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ここから登
録

+10 dB/-10 dB DIPスイッ
チと［SUBW LEVEL］コン
トロールでサブウーファー・
レベルをメイン・スピーカーの
レベルに合わせて調整します。

電源ボタン

［SELECT］ボタンでは信号
入力を選択し、IRリモート
コントロールのマッチング
手順を開始することができ
ます。

サブウーファーを複数のサ
ブウーファーを使用したシ
ステムで「スレーブ」とし
て使用する場合、［LINK］
スイッチを［ON］に設定
します。

［ROLL OFF］スイッチ
で超低域の過剰レベルを
減衰します。

位相スイッチでサブ
ウーファーとメイン・
スピーカーの間の位相
をマッチさせます。

独自にボリューム・コント
ロールを持つアナログ信号
ソースのサブウーファー
（ホームシアター・レシー
バーなど）を使用する場
合、［HT MODE］（ホー
ムシアター・モード）ス
イッチを［ON］にします。

［LED OFF］スイッチ
でサブウーファーの足
元のLEDをオフにし
ます。

［ISS］
（Intelligent Signal Sensing）
スイッチで ISS機能のオンとオフ
を切り替えます。
［ISS SENSITIVITY LOW］で
ISSのトリガー感度を下げます。

オプティカル /コアキシャル・デ
ジタル・ソースをここに接続し
ます。

アナログソースをここに
接続します。

サラウンド・プリアンプ
（AVアンプのプリアウト
端子など）からのLFE信
号をここに接続します。

メインスピーカーをここ
に接続します。

このLINK出力端子は複
数のサブウーファーをデ
イジーチェーン接続する
のに使用します。

このコネクターは 9310有線ボ
リューム・コントローラー（オプ
ション）に使用します。

このコネクターはサブウーファー
に付属する IR（赤外線）レシー
バー延長ケーブルに使用します。

電源入力端子

オーディオ
接続図
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OPTICAL

OPTICAL

RCA/

XLR

RCA/

XLR

STREAMER

OPTICAL

RCA/

XLR

RCA/

XLR

GIZMO

3.5 mm

MINIJACK

RCA/

XLR

RCA/

XLR

Tuner 87.5 MHz

RCA

LFE

SURROUND RECEIVER

5年間の延長保証をお見逃しなく

my.genelec.com から製品をご登録いただくと、5年間の延長保証が受
けられます。Genelecコミュニティに参加することで、質問したり、体験
を共有したり、世界のGenelecユーザーとのディスカッションに参加し
たりもできます。弊社サービスとテクニカルサポートについて詳しくは、 
www.genelec.jp/customer-service/ をご覧ください。

my.genelec.com



F Two
クイック設定ガイド

JP

ソースを
選択する 

リモートコントロールと
ソースLED
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選択ボタン

サブウーファーの選択ボタン、またはリモートコントロールの
［<］と［>］ボタンを押して信号ソースを選択します。  

サブウーファーを
設置する 

位相を調整する 
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A BB

DD

CC

Position
A, B and D

- 2 dB

> 110 cm (43”)

Main
speaker

Suggested Tone
Control settings

Position C
- 4 dB

✘
> 60 cm (24”)

MAX MIN
SUBW LEVEL

6 dB
4 dB
2 dB

ROLL OFF

ON

OFF

MAX MIN
SUBW LEVEL

6 dB
4 dB
2 dB

ROLL OFF

ON

OFF

min.
5 cm

< 60 cm (24”) ✘

✘A BB

DD

CC

Position
A, B and D

- 2 dB

> 110 cm (43”)

Main
speaker

Suggested Tone
Control settings

Position C
- 4 dB

✘
> 60 cm (24”)

MAX MIN
SUBW LEVEL

6 dB
4 dB
2 dB

ROLL OFF

ON

OFF

MAX MIN
SUBW LEVEL

6 dB
4 dB
2 dB

ROLL OFF

ON

OFF

min.
5 cm

< 60 cm (24”) ✘

✘A BB

DD

CC

Position
A, B and D

- 2 dB

> 110 cm (43”)

Main
speaker

Suggested Tone
Control settings

Position C
- 4 dB

✘
> 60 cm (24”)

MAX MIN
SUBW LEVEL

6 dB
4 dB
2 dB

ROLL OFF

ON

OFF

MAX MIN
SUBW LEVEL

6 dB
4 dB
2 dB

ROLL OFF

ON

OFF

min.
5 cm

< 60 cm (24”) ✘

✘

PHASE
-270°

-90°
-180°

ON

OFF

PHASE

ON

OFF

-270°

-90°
-180°

PHASE

ON

OFF

-270°

-90°
-180°

PHASE

ON

OFF

-270°

-90°
-180°

A BB

DD

CC

Position
A, B and D

- 2 dB

> 110 cm (43”)

Main
speaker

Suggested Tone
Control settings

Position C
- 4 dB

✘
> 60 cm (24”)

MAX MIN
SUBW LEVEL

- 6 dB
- 4 dB
- 2 dB

ROLL OFF

ON

OFF

MAX MIN
SUBW LEVEL

- 6 dB
- 4 dB
- 2 dB

ROLL OFF

ON

OFF

min.
5 cm

< 60 cm (24”) ✘

✘

詳しくは弊社ウェブサイトwww.genelec.jp をご覧ください。オペレーティングマニュアルのダウンロードはこちらから：

1. サブウーファーを部屋の中心軸から少しずらした配置Bを推奨します。

2. 部屋の中央軸上に設置した配置Aもほとんどの場合機能しますが、低域の損失
が生じることがあります。

3. 配置CとDは2台のサブウーファーを使用する際には優れていますが、1台のサブ
ウーファーを使用する際にはステレオイメージの歪みにつながることがあります。

壁からの距離が広く空きすぎると低域
の周波数特性が失われることがありま
す。60センチ未満に配置してください。

推奨されるモニター背後の壁とサブウ
ーファーとの間の距離。この配置は低
域のベストバランスをもたらします。

1.85 Hzのテスト信号をサブウー
ファーのLまたはR入力に供給し
ます。位相調整は、サブウーファ
ーに近い方のメイン・スピーカー
を使用して行います。

4. 最後に、-180°位相スイ
ッチを真逆に設定します。

3. 次に-90°位相スイッチの
オンとオフを切り替えて、も
う一度サウンドレベルが最
も低くなる位置に設定しま
す。

2. -180°位相スイッチのオン
とオフを切り替えて、リスニ
ング位置でサウンド・レベル
が最も低くなる位置に設定
します。

ボリューム

入力選択

ミュート

電源

入力自動選択（デフォルト）

オプティカルデジタル入力を選択

コアキシャルデジタル入力を選択

アナログ入力を選択

通常の動作

Genelecドキュメント D00164R400-1b　Copylight Genelec Oy および株式会社ジェネレックジャパン 2025年12月 全てのデータは予告なく変更する場合があります。


